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1.  平成24年12月期第2四半期の連結業績（平成24年1月1日～平成24年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年12月期第2四半期 852 9.6 △140 ― △149 ― △106 ―

23年12月期第2四半期 777 30.3 △50 ― △53 ― △34 ―

（注）包括利益 24年12月期第2四半期 △114百万円 （―％） 23年12月期第2四半期 △34百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年12月期第2四半期 △11.78 ―

23年12月期第2四半期 △3.79 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年12月期第2四半期 781 170 14.1 12.17
23年12月期 899 295 24.1 23.95

（参考） 自己資本   24年12月期第2四半期  110百万円 23年12月期  216百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年12月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
24年12月期 ― 0.00

24年12月期（予想） ― 0.00 0.00

3. 平成24年12月期の連結業績予想（平成24年 1月 1日～平成24年12月31日） 
 

（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,957 9.6 △39 ― △54 ― △1 ― △0.16



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  有  

詳細は、【添付資料】P３「２.サマリー情報（注記事項）に関する事項」をご覧ください。 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。なお、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法
に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期
決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 1社 （社名） 株式会社ジェクシードコンサルティング

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年12月期2Q 9,055,951 株 23年12月期 9,055,951 株

② 期末自己株式数 24年12月期2Q 236 株 23年12月期 236 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年12月期2Q 9,055,715 株 23年12月期2Q 9,055,715 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、全体としては緩やかに回復の兆しが見られましたが、依然と

して東日本大震災の影響、欧州の金融危機や円高の影響による先行きの不透明感を払拭するには至らない状況で推

移いたしました。 

 このような経済環境は当社グループの主力事業であるコンサルティング事業にも大きく影響し、第２四半期連結

累計期間の業績の停滞要因となりました。こうした中、グループ全体の財政基盤の再編と業務の効率化及び合理化

による事業基盤の強化を目的とし、当社はコンサルティング事業を営む連結子会社㈱ジェクシードコンサルティン

グの吸収合併を実施し、純粋持株会社から事業持株会社へと移行いたしましたが、その効果の発現には一定の時間

を要するものであります。引き続き、主力事業であるコンサルティング事業において、当社グループの強みを活か

したサービス提供を実現すべく、サービスラインナップの再構築及び新たなコンサルティングメニューのビジネス

化に注力いたしております。 

 また、当社が有価証券を保有している清算会社からの残余財産の一部分配が当第２四半期連結累計期間に実行さ

れたため、特別利益が生じております。 

 これらの結果、当第２四半期連結累計期間の業績につきましては連結売上高852,239千円(前年同期比9.6％増、

連結営業損失140,899千円(前年同期は連結営業損失50,595千円)、連結経常損失149,036千円(前年同期は連結経常

損失53,965千円)、連結四半期純損失106,639千円(前年同期は連結四半期純損失34,334千円)となっております。 

 当第２四半期連結累計期間におけるセグメントの業績は次のとおりであります。 

（コンサルティング事業） 

 現在の経済環境の影響を受けた顧客企業の設備投資意欲の鈍化に対応し、ＥＲＰを中心とするシステムコンサ

ルティング分野ではサービスメニューの多様性、多角性を活かし、プロジェクトの範囲拡大を含め案件確保を推

進してまいりました。しかしながら、これまでに発生している大型プロジェクトにおける外注費過多の状況は、

改善の傾向にあるものの一部継続しており、当第２四半期連結累計期間においては業績悪化の要因の一つとなっ

ております。現在、当該状況の改善と利益圧迫の未然防止へ向け、プロジェクト管理手法の改革や事業の構造改

革をグループ全体で着実に進捗させており、速やかにプロジェクト運営の安定化が実現するものと考えておりま

す。今後もＥＲＰ導入コンサルティングを当社のコンサルティング事業の中軸に据え、多数の導入実績を強みと

し、システムコンサルティングを通じた顧客企業のグローバル化支援を継続してまいります。  

 ビジネスコンサルティングにおいては、人事領域を中心とした制度設計、人材育成分野でのコンサルティング

が堅調に実績を確保しております。今後も引き続き各サービスラインにおいて、財務・会計・人事・ＩＴの専門

知識を付加価値としたソリューションの提供をもって、顧客企業からの信頼を得て、着実な業績回復を目指して

まいります。 

 リスク管理及び情報活用に係るシステムのコンサルティングサービスは第１四半期連結累計期間に引き続き、

大型案件の受注確定に遅れがあるものの、一定の引き合いのもと案件化へ向けた提案を継続しております。 

 前連結会計年度において設立した連結子会社により展開しております情報システム及びＩＴコンサルティング

事業は順調な業績進捗をもって推移しており、当第２四半期連結累計期間における利益面においては、ほぼ計画

に沿った業績の確保を実現しております。  

 これらの結果、コンサルティング事業におきましては、売上高は840,044千円（前年同期比8.5％増）となり、

前年実績と同水準であるものの当初計画数値の達成には至らず、営業損益については外注費の増加影響を受け、

営業損失125,515千円となっております。 

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（投資事業組合運営事業）  

 投資事業組合の運営は長引く金融市場の混乱と景気回復の停滞の影響により、当第２四半期連結会計期間にお

いて、新規の投資案件の発掘や投資の実行には至りませんでした。連結対象となっている投資事業組合において

保有する投資有価証券の売却があったものの、同有価証券の再評価によるコストが発生しているため、売上高が

12,195千円（前年同期比306.5％増）、営業損失は15,384千円となりました。 

    

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 総資産は、前連結会計年度末より、117,243千円減少し、781,784千円となりました。 

 流動資産は、前連結会計年度末に比べて79,744千円減少し、568,605千円となりました。これは主に配当の受

け取り、借入の実行による現金及び預金の増加並びに未払金の支払及び借入金の返済による現金及び預金の減少

によるもの及び売掛金の増加によるもの並びに仕掛品の減少によるものであります。 

固定資産は、前連結会計年度末に比べて36,610千円減少し、206,815千円となりました。これは主にソフトウ

ェアの増加、投資有価証券及び長期前払費用の減少によるものであります。 

 負債合計は、前連結会計年度末に比べ、7,900千円増加し、611,045千円となりました。 

 流動負債は、前連結会計年度末に比べて27,285千円増加し、516,025千円となりました。これは主に、短期借

入金の増加、買掛金及び未払金の減少によるものであります。 

 固定負債は、前連結会計年度末に比べて19,384千円減少し、95,020千円となりました。これは主に、長期借入

金の減少によるものであります。 

 純資産合計は、前連結会計年度末に比べて125,143千円減少し、170,739千円となりました。これは主に、四半

期純損失の計上による利益剰余金の減少及び少数株主持分の減少によるものであります。 

  

（キャッシュ・フローの状況） 

 当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ107,335千円減少し、107,504千円となりました。 

 営業活動で使用した資金は147,919千円（前年同期は11,237千円の獲得）となりました。収入の主な内訳は、

賞与引当金の増加37,601千円であり、支出の主な内訳は、税金等調整前四半期純損失111,185千円、売上債権の

増加85,849千円、未払金の減少32,017千円であります。 

 投資活動で使用した資金は11,579千円（前年同期は109,328千円の使用）となりました。収入の主な内訳は、

短期貸付金の回収による収入3,187千円であり、支出の主な内訳は、短期貸付けによる支出3,000千円、無形固定

資産の取得による支出13,499千円であります。 

 財務活動で獲得した獲得した資金は52,162千円（前年同期は128,838千円の獲得）となりました。収入は短期

借入金の純増減額77,000千円であり、支出の主な内訳は、長期借入金の返済による支出14,496千円であります。

    

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 最近の業績動向を踏まえ、平成24年２月17日に公表いたしました通期業績予想を変更しております。詳細につき

ましては、本日公表の「平成24年12月期第２四半期累計期間業績予想との差異及び通期業績予想の修正に関するお

知らせ」をご参照下さい。   

  

   

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 当社は平成24年４月１日付けで当社を存続会社とし、100％連結子会社株式会社ジェクシードコンサルティングを

消滅会社とする吸収合併を行い、合併後の商号を株式会社ジェクシードとしております。なお、当該合併は、提出会

社の100％連結子会社の吸収合併であるため、連結業績に与える影響はありません。 

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。     

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。   

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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 当社グループは、前連結会計年度及び当第２四半期連結累計期間おいて、主に企業の設備投資意欲の低迷による影

響を受け、継続して営業損失、経常損失の計上となっております。このことから、当社グル-プでは継続企業の前提に

関する重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しております。 

 当社グループは、当該状況の解消を目指し、収益構造の改革の一施策として、平成24年４月１日を効力発生日とし

て当社と当社100％子会社との合併を実行し、事業の強化・効率化及び経費の削減を進めております。 

（a）組織の単純化によるグループ経営判断及び意思決定のスピードアップ 

（b）グループ経営陣への情報伝達の効率化を図り、より発展的な営業展開を実現 

（c）組織の単純化による業務の効率化に伴うコストの低減 

（d）事業の構造改革による長期的利益改善、恒常的支出の水準及び範囲の縮小 

 これらの組織再編による効果を確保することにより損失計上から収益獲得への転換が見込めること、当第２四半期

連結累計期間においては、営業赤字の状況が継続しておりますが、グループ全体の収益性改善へ向けた各施策は着実

に進捗していることからも、当社グループといたしましては、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められな

いものと判断し、連結財務諸表の継続企業の前提に関する注記は記載しておりません。   

    

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年12月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 214,840 107,504

売掛金 275,349 360,883

商品及び製品 － 5,753

仕掛品 64,769 32,694

前払費用 47,527 41,946

未収還付法人税等 2,875 7,153

その他 44,576 15,695

貸倒引当金 △1,588 △3,027

流動資産合計 648,350 568,605

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 17,784 17,654

減価償却累計額 △5,911 △6,858

建物及び構築物（純額） 11,873 10,795

工具、器具及び備品 51,987 51,519

減価償却累計額 △40,482 △43,659

工具、器具及び備品（純額） 11,504 7,859

有形固定資産合計 23,377 18,655

無形固定資産   

ソフトウエア 30,637 41,940

のれん 20,963 18,161

その他 613 613

無形固定資産合計 52,214 60,714

投資その他の資産   

投資有価証券 86,099 58,928

敷金及び保証金 33,366 33,366

その他 83,188 71,345

貸倒引当金 △34,820 △36,194

投資その他の資産合計 167,834 127,444

固定資産合計 243,426 206,815

繰延資産   

開業費 7,251 6,363

繰延資産合計 7,251 6,363

資産合計 899,028 781,784

株式会社ジェクシード（3719）　平成24年12月期第2四半期決算短信〔日本基準〕（連結）

5



（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年12月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 165,475 92,931

短期借入金 181,000 258,000

1年内返済予定の長期借入金 29,492 28,992

未払金 47,953 20,600

未払費用 21,608 31,046

未払法人税等 4,086 3,556

預り金 16,498 20,528

賞与引当金 － 37,601

その他 22,625 22,768

流動負債合計 488,739 516,025

固定負債   

長期借入金 89,023 75,027

退職給付引当金 25,092 19,837

負ののれん 289 155

固定負債合計 114,404 95,020

負債合計 603,144 611,045

純資産の部   

株主資本   

資本金 778,663 778,663

資本剰余金 965,093 965,093

利益剰余金 △1,526,861 △1,633,500

自己株式 △28 △28

株主資本合計 216,866 110,227

少数株主持分 79,016 60,512

純資産合計 295,883 170,739

負債純資産合計 899,028 781,784
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年６月30日) 

売上高 777,384 852,239

売上原価 597,513 761,895

売上総利益 179,870 90,344

販売費及び一般管理費 230,466 231,243

営業損失（△） △50,595 △140,899

営業外収益   

受取利息 168 90

受取配当金 1,326 331

負ののれん償却額 133 133

その他 275 97

営業外収益合計 1,904 652

営業外費用   

支払利息 1,843 5,557

為替差損 2,048 944

その他 1,381 2,288

営業外費用合計 5,273 8,790

経常損失（△） △53,965 △149,036

特別利益   

貸倒引当金戻入額 69 －

受取配当金 11,963 35,767

その他 － 3,033

特別利益合計 12,032 38,800

特別損失   

前期損益修正損 1,053 －

投資有価証券評価損 6,861 938

その他 － 10

特別損失合計 7,915 949

税金等調整前四半期純損失（△） △49,848 △111,185

法人税、住民税及び事業税 1,069 3,771

法人税等還付税額 △16,035 －

法人税等合計 △14,966 3,771

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △34,882 △114,957

少数株主損失（△） △547 △8,317

四半期純損失（△） △34,334 △106,639
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △34,882 △114,957

四半期包括利益 △34,882 △114,957

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △34,334 △106,639

少数株主に係る四半期包括利益 △547 △8,317
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △49,848 △111,185

減価償却費 5,145 4,711

無形固定資産償却費 7,592 3,575

のれん償却額 120 2,668

繰延資産償却額 － 887

賞与引当金の増減額（△は減少） 55,432 37,601

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,888 △5,255

貸倒引当金の増減額（△は減少） 48 2,813

受取利息及び受取配当金 △13,458 △36,189

支払利息 1,843 5,557

為替差損益（△は益） 2,108 －

有形固定資産除却損 － 10

投資有価証券評価損益（△は益） 6,861 938

売上債権の増減額（△は増加） △15,776 △85,849

たな卸資産の増減額（△は増加） △34,539 26,321

仕入債務の増減額（△は減少） 9,868 △72,544

未払金の増減額（△は減少） △9,826 △32,017

未払消費税等の増減額（△は減少） △6,489 △4,864

未収消費税等の増減額（△は増加） △196 119

その他 18,487 89,827

小計 △20,738 △172,870

利息及び配当金の受取額 13,413 36,144

利息の支払額 △1,398 △4,667

法人税等の支払額 △4,475 △9,400

法人税等の還付額 24,435 2,875

営業活動によるキャッシュ・フロー 11,237 △147,919

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △10,723 －

無形固定資産の取得による支出 △17,811 △13,499

短期貸付けによる支出 △21,100 △3,000

短期貸付金の回収による収入 313 3,187

長期貸付けによる支出 △800 －

長期貸付金の回収による収入 138 －

投資有価証券の清算による収入 536 1,732

長期前払費用の取得による支出 △51,002 －

その他 △8,879 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △109,328 △11,579
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年６月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 82,000 77,000

長期借入れによる収入 55,000 －

長期借入金の返済による支出 △8,162 △14,496

少数株主への配当金の支払額 － △10,341

財務活動によるキャッシュ・フロー 128,838 52,162

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 30,747 △107,335

現金及び現金同等物の期首残高 109,957 214,840

現金及び現金同等物の四半期末残高 140,705 107,504
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該当事項はありません。     

   

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成23年１月１日 至 平成23年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

（単位：千円）

（注）１．セグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

２．平成24年４月１日付けの当社による連結子会社株式会社ジェクシードコンサルティングの吸収合併に

よる組織変更に伴うセグメント利益の算定方法の変更に伴い、前第２四半期連結累計期間（自平成23

年１月１日 至平成23年６月30日）のセグメント利益を変更後の算定方法による数値に組み替えて表

示しております。これにより従来の算出方法によった場合に比べ、コンサルティング事業において

79,719千円、投資事業組合運営事業において2,736千円セグメント利益が減少しております。算定方

法の変更内容につきましては「Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成24年１月１日 至 平成24

年６月30日） ３．報告セグメントの変更等に関する事項」をご参照下さい。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

 該当事項はありません。  

  

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成24年１月１日 至 平成24年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円）

（注）セグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

 該当事項はありません。  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

  

報告セグメント 

調整額 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）１ 

コンサルティ

ング事業 

投資事業組合

運営事業 
合計  

 売上高           

（１）外部顧客への売上高 774,384 3,000 777,384  － 777,384

（２）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
3,936 － 3,936  △3,936 －

計 778,321 3,000 781,321  △3,936 777,384

セグメント損失（△） △40,601 △9,994 △50,595  － △50,595

  

報告セグメント 

調整額 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注） 

コンサルティ

ング事業 

投資事業組合

運営事業 
合計  

 売上高           

（１）外部顧客への売上高 840,044 12,195 852,239  － 852,239

（２）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
1,580 － 1,580  △1,580 －

計 841,624 12,195 853,820  △1,580 852,239

セグメント損失（△） △125,515 △15,384 △140,899  － △140,899
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３．報告セグメントの変更等に関する事項  

 当社は平成24年４月１日付けで100％連結子会社である株式会社ジェクシードコンサルティングを吸収合

併しております。これに伴い、従前純粋持株会社のグループ管理の部門に係る費用として各報告セグメント

に配分していない全社費用として認識していた費用を、当連結会計年度より事業持株会社としてコンサルテ

ィング事業に含めて認識し、セグメント利益を算定することといたしました。 

 この変更に伴い、前年同期のセグメント利益につきましても変更後の算定方法に組み替えております。組

替後の数値及び影響額につきましては「Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成23年１月１日 至 平成

23年６月30日）１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報」に記載しておりま

す。 

   

該当事項はありません。     

   

該当事項はありません。 

    

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（７）重要な後発事象
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